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徹
底
し
た
大
学
改
革
と
国
際
化
を
断
行
す
る
大
学
を
支
援
す
る
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
事
業
（
Ｓ
Ｇ
Ｕ
）」
を
中
心
に
、
国
際
化
を
牽
引
す
る
大
学
群
の
多
様
な
実
績
・

成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
発
生
に
よ
り
、
社
会
の
行
動
変
容
が
進
み
、
国
際
教
育
・
交
流
に
留
ま
ら
な
い
大
学
の
国
際
化
全
体
の
変

革
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
多
様
な
実
績
を
踏
ま
え
、
横
連
携
・
展
開
を
強
化
し
強
み
を
伸
ば
し
弱
み
を
補
い
合
え
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
に
よ
り
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
国
際
通
用
性
・
競
争
力
の
強
化
を
図
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
「
大
学
の
国
際
化
促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
特
集
で
は
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
目

指
す
姿
や
、
中
核
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

我
が
国
の
高
等
教
育
に
お
け
る
国
際
化
施
策
と
し
て

は
、
平
成
21
年
度
よ
り
開
始
し
た
「
国
際
化
拠
点
整
備
事

業
（
グ
ロ
ー
バ
ル
30
）」
に
お
い
て
、
留
学
生
受
入
れ
の

拠
点
と
な
る
質
の
高
い
国
公
私
立
大
学
を
コ
ン
ペ
方
式
に

よ
り
12
大
学
を
選
定
し
、平
成
24
年
度
よ
り
開
始
し
た「
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進
事
業
（
Ｇ
Ｇ
Ｊ
）」
で
は
、
大

と
開
始
し
た
Ｓ
Ｇ
Ｕ
で
は
、
事
業
開
始
か
ら
７
年
が
経
過

し
、
採
択
大
学
そ
れ
ぞ
れ
の
創
意
工
夫
の
下
、
学
内
の
体

質
改
善
や
組
織
の
国
際
対
応
力
の
強
化
、
国
際
通
用
性
の

向
上
へ
の
取
組
が
多
様
な
形
で
進
展
し
て
お
り
、
事
業
全

体
と
し
て
着
実
な
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
、
各
大
学
に
お
け
る
成
果
の
着
実
な
横
連
携
・
展

開
、
課
題
共
有
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｇ
Ｕ
で
は
事
業
開
始
時
よ

り
「
採
択
校
連
絡
会
」
を
設
け
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

等
に
よ
り
進
め
て
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
事
業

と
し
て
残
す
と
こ
ろ
２
年
余
り
、
そ
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
国
際
教
育
を
取
り

巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
今
、
文
部
科
学
省
と

学
に
よ
る
留
学
促
進
の
取
組
や
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成

す
る
た
め
の
組
織
的
な
教
育
体
制
の
整
備
に
係
る
取
組
に

対
す
る
支
援
と
し
て
42
大
学
を
選
定
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
26
年
度
か
ら
は
、「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー

バ
ル
大
学
創
成
支
援
事
業
（
Ｓ
Ｇ
Ｕ
）」
と
し
て
、
我
が

国
の
高
等
教
育
の
国
際
通
用
性
と
国
際
競
争
力
の
更
な
る

向
上
を
図
る
た
め
、
海
外
の
卓
越
し
た
大
学
と
の
連
携
や

大
学
改
革
に
よ
っ
て
徹
底
し
た
国
際
化
を
進
め
る
37
大
学

を
支
援
す
る
10
年
に
及
ぶ
長
期
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
10
年
後
の
未
来
、
我
が
国
の
高
等
教
育
に
は
い
か
な

る
景
色
が
拡
が
っ
て
い
る
の
か
」
見
せ
て
い
た
だ
き
た
い

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
目
指
す
も
の

設
立
の
趣
旨
・
背
景

大
学
の
国
際
化
促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
発
足

～
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
国
際
競
争
力
強
化
に
取
り
組
む
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
～
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し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
多
様
な
実
績
を
踏
ま
え
、
強
み
を

伸
ば
し
弱
み
を
補
い
合
え
る
環
境
を
よ
り
一
層
整
え
、
オ

ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
我
が
国
高

等
教
育
の
更
な
る
国
際
競
争
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
不

可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、本
年
９
月
、Ｓ
Ｇ
Ｕ
採
択
大
学
を
中
心
に「
大

学
の
世
界
展
開
力
強
化
事
業
（
展
開
力
）」
採
択
大
学
、

さ
ら
に
は
希
望
す
る
大
学
等
の
皆
様
に
も
御
参
画
い
た
だ

き
、
我
が
国
大
学
の
国
際
化
を
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
促
進

す
る
、
大
学
の
主
体
的
な
活
動
の
場
と
し
て
、
文
部
科
学

省
等
関
係
機
関
と
も
連
携
し
つ
つ
、
大
学
の
国
際
化
に
関

わ
る
取
組
や
研
究
の
実
施
・
共
有
・
展
開
、
情
報
の
提
供
・

共
有
を
行
う
連
携
体
で
あ
る
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
発
足
に

い
た
り
ま
し
た
。

Ｓ
Ｇ
Ｕ
及
び
展
開
力
採
択
校
の
う
ち
、
18
大
学
に
よ
る

19
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
※
下
図
参
照
）
が
活
動
の
中
心
と
な

り
ま
す
。
当
該
18
大
学
に
て
幹
事
会
を
構
成
し
、
各
大
学

が
抱
え
る
課
題
や
情
報
等
の
共
有
・
蓄
積
・
協
議
・
発
信

の
場
を
設
け
、
代
表
幹
事
校
に
東
北
大
学
、
副
代
表
幹
事

校
に
筑
波
大
学
、
事
務
局
幹
事
校
に
立
命
館
大
学
が
就
い

て
い
ま
す
。

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
大
学
等
が
自
機
関
の
国
際
化
戦

略
等
を
踏
ま
え
、
希
望
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
間
に
お
い
て
も
更
に
有
機
的
な
連
携
を
進

め
る
こ
と
で
、
新
た
な
好
事
例
を
生
み
出
し
、
我
が
国
高

等
教
育
全
体
の
強
じ
ん
か
つ
多
様
な
国
際
化
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
Ｓ
Ｇ
Ｕ
の
補
助
期
間
が
終
了

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
構
成
・
役
割

オンラインの活⽤を主軸とした新たな留学・交流の展開

⽴命館⼤学

学⼠課程におけるジョイント・
ディグリー・プログラム等の国際連
携による学位プログラムの質向上と⾼⼤
連携の促進

名古屋⼤学

我が国の⼤学教育国際化に資するジョイ
ント・ディグリープログラムの促進 〜
全国⼤学ジョイント・ディグリー
プログラム協議会による推進〜

東北⼤学

国際共修ネットワークによる⼤学教
育の内なる国際化の加速と世界展開

東洋⼤学①

芝浦⼯業⼤学

イノベーション創出のためのグローバ
ルPBLの横連携・展開（⼿法と共有と
共同実施）

千葉⼤学

デザイン思考にもとづくPBLチーム
ワーク型国際協働学習プログラムの促進

東京外国語⼤学

オンライン⽇本語教育の提供を通じ
た⼤学海外拠点・オフィスの協働化プロ
ジェクト

東洋⼤学②

東洋⼤学「ビジネス⽇本語」オンラ
イン講座を通じた⾼度⽇本語⼈材の育成

関⻄⼤学

Japan Multilateral COIL/VE Project
(J-MCP)-多⽅向・多国間
COIL/Virtual Exchange型教育プロ
ジェクト- 琉球⼤学

COILを活⽤した持続的グローカ
ル・イノベーション⼈材育成プ
ロジェクト

法政⼤学

⼤学間協働による学⽣国際交流プ
ラットフォーム構築プロジェクト

明治⼤学

海外拠点×オンライン×実留学
のグローバルシナジー・モデルの構築

京都⼯芸繊維⼤学

「リンガフランカ（国際語）としての英語」運⽤能⼒を
測定するためのCBT英語スピーキングテスト実
施プログラムの横展開

DEVELOPMENT OF EDUCATIONAL 
PROGRAMS

⼤学の国際化促進フォーラム プロジェクト構成

Strategic planningAssessment

東京医科⻭科⼤学 ⼤阪⼤学 ⾦沢⼤学

地⽅の国際化と活性化を推進する留学⽣キャリア
形成・地域定着促進プロジェクト

CAREER DEVELOPMENT

広島⼤学 東京⼤学

国際競争⼒強化に向けた
「戦略的パートナーシップ」
のネットワーク構築

国際交流プログラムの効果の客観的評
価テスト開発及びその普及 ―BEVI
および因果推論を⽤いた留学・学習効果
の客観的測定・教育プログラムの質保
証・PDCA・教育的介⼊―

筑波⼤学

ジョイント・ディグリー・プログラムの促進

グローバルPBLの展開

共修型教育の展開

⽇本語教育の新展開

COIL型教育の展開

英語⼒の向上

⽇本発オンライン国際教育プラットフォーム
「Japan Virtual Campus（仮称）」
幹事校 ：

■

■

■

■

■

■

■

東北、京都、
⼤阪、九州、
早稲⽥

枠内は連携大学を指している

創価、関⻄、
東洋

⼤妻⼥⼦、共⽴⼥
⼦、⼆松学舎、東京

家政学院

岐⾩

南⼭、ＯＩＳＴ、
札幌学院

福島、東京外国
語、信州、⼤阪、

神⼾
関⻄、テンプル⼤学
ジャパン、ミシガン州

⽴⼤学

信州、富⼭、福井、
北陸先端、北陸、⾦

沢星稜

※19プロジェクトをつなぐ中核プロジェクト

RECRUITMENT OF INTERNATIONAL STUDENTS

アジア・太平洋地域におけるオンライ
ン協働教育；UMAPを基盤とする
SDGsオンライン協働学習とバーチャル模
擬国連

世界と伍する修⼠課程プログラム創
出／運営のための課題と⼯夫

多様な⽂化・⾔語圏からの留学⽣リクルー
ト：バーチャル⼤学ツアーの実施

オールジャパンにより多様なコンテンツを世界に発信する

大学の国際化促進フォーラムの発足特集
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ォ
ー
ム
を
関
西
大
学
が
提
供
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
関
西
大
学
が
こ
れ
ま

で
行
っ
て
き
た
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｌ
教
員
向
け
のProfessional 

D
evelopm

ent

活
動
な
ど
で
得
ら
れ
た
知
見
を
生
か
し
、

教
員
向
け
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
科
目
受
講
者
及
び
研
修
修
了
者
に
対
し
て

は
、
デ
ジ
タ
ル
バ
ッ
ジ
が
授
与
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
在
籍

大
学
の
基
準
に
合
致
す
る
場
合
、
単
位
認
定
の
根
拠
と
し

て
も
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

す
る
令
和
６
年
度
以
降
は
、
自
律
的
な
運
営
組
織
と
な
る

予
定
で
す
。

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
入
会
（
令
和
５
年
度
ま
で
は
会
費

無
料
。
令
和
６
年
度
以
降
は
未
定
）
を
御
希
望
の
場
合
は
、

左
記
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

https://tgu.m
ext.go.jp/forum

/

こ
こ
で
は
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

○
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
の
客
観
的
評
価
テ
ス
ト

開
発
及
び
そ
の
普
及-

Ｂ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
及
び
因
果
推
論
を

用
い
た
留
学･

学
習
効
果
の
客
観
的
測
定･

教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
質
保
証･ 

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ･

教
育
的
介
入

　
（
幹
事
校
：
広
島
大
学
）

こ
れ
ま
で
の
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
評
価
は
主
と
し

て
、
学
生
の
主
観
的
な
満
足
度
や
能
力
の
自
己
評
価
が
中

心
で
客
観
的
な
評
価
と
し
て
課
題
が
あ
り
、
そ
の
妥
当
性

や
信
頼
性
、
回
答
者
の
誤
答
や
欠
落
、
バ
イ
ア
ス
に
関
す

る
対
応
が
不
十
分
で
し
た
。
国
際
化
に
関
わ
る
測
定
評
価

も
同
様
の
課
題
を
抱
え
、科
学
的
知
見
が
不
足
し
て
お
り
、

国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
高
度
化
を
妨
げ
て
い
る
原
因
の

一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

広
島
大
学
で
は
、
国
内
連
携
大
学
で
あ
る
創
価
大
学
、

関
西
大
学
、
東
洋
大
学
と
共
同
し
、
回
答
バ
イ
ア
ス
を
除

去
し
、
妥
当
性
と
信
頼
性
を
確
保
し
た
コ
ア
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
／
非
認
知
能
力
の
変
化
を
客
観
的
に
測
定
す
る
Ｂ
Ｅ

Ｖ
Ｉ
（T

h
e B

eliefs, E
v

en
ts, an

d V
alu

es 
Inventory

）
を
利
用
す
る
、
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

評
価
開
発
ま
た
活
用
を
横
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
同
大
学
で
は
因
果
推
論
や
機
械
学
習
を
応
用

し
、
厳
密
な
効
果
検
証
を
行
う
方
法
論
を
構
築
し
て
き
て

お
り
、
こ
の
「
尺
度
自
体
と
分
析
手
法
」
の
統
合
手
法
を

他
大
学
に
横
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基

づ
い
た
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
質
保
証
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

○Japan M
ultilateral C

O
IL

/V
E

 P
ro

ject 

（
J-

M
C
P
）-

多
方
向
・
多
国
間C

O
IL/Virtual 

Exchange

型
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
（
幹
事
校
：
関
西
大
学
）

関
西
大
学
は
、
日
本
国
内
の
オ
ン
ラ
イ
ン
国
際
協
働
学

習
・
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｌ
（Collaborative O

nline International 
Learning

）
型
教
育
実
践
を
推
進
す
る
拠
点
と
し
て
、
Ｉ

Ｉ
Ｇ
Ｅ（
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
機
構
）

を
設
置
し
、
国
内
外
の
様
々
な
大
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連

携
し
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｌ
を
活
用
し
た
教
授
法
の
普
及
や
教
育
モ
デ

ル
の
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
伴

い
、
国
内
高
等
教
育
機
関
の
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｌ
／
Ｖ
Ｅ
（V

irtual 
E

xchange

）
へ
の
認
知
度
・
関
心
が
急
速
に
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
の
国
内
外
大
学
が
既
存
で

持
つ
科
目
で
は
な
く
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
賛
同
し
参
画

す
る
複
数
大
学
が
共
同
所
有
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
（「SD

Gs 
in B

usiness

」「D
iversity &

 Inclusion
」「21

st 

Century Skills

」
等
）
と
し
て
開
発
し
、
そ
の
基
盤
と

な
る
シ
ラ
バ
ス
や
教
育
素
材
、
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介

大学の国際化促進フォーラムの発足 特集
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○
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
協
働
教

育
：
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｐ
を
基
盤
と
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
オ
ン
ラ
イ
ン

協
働
学
習
と
バ
ー
チ
ャ
ル
模
擬
国
連

　
（
幹
事
校
：
東
洋
大
学
）

東
洋
大
学
で
は
、
平
成
28
年
１
月
か
ら
５
年
間
に
わ
た

り
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｐ
（U

niversity M
obility in A

sia and the 
Pacific

）
国
際
事
務
局
を
担
当
し
た
こ
と
で
得
ら
れ
た
知

見
と
、
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｐ
に
加
盟
す
る
22
国
・
地
域
、
６
４
０
以

上
の
高
等
教
育
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
オ

ン
ラ
イ
ン
を
中
心
と
す
る
協
働
教
育
を
実
施
し
て
い
ま

す
。ま

ず
、
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｐ
参
加
大
学
が
有
す
る
質
の
高
い
オ
ン

ラ
イ
ン
科
目
を
参
加
大
学
間
で
開
放
し
、
授
業
料
は
相
互

不
徴
収
と
す
る
こ
と
で
、
学
生
へ
の
幅
広
い
受
講
機
会
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
秋
学
期
は
、
日
本
を
含
む
８

か
国
12
大
学
か
ら
33
科
目
が
提
供
さ
れ
、
延
べ
64
名
の
履

修
者
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
関
西
大
学
と
連
携
し
、
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｌ
を
活
用
し
た

共
同
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
・
学
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
連

す
る
テ
ー
マ
を
設
定
、
事
前
学
習
に
よ
り
理
解
を
深
め
、

高
度
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
対
応
し
う
る
能
力
を
高
め

る
た
め
、
滋
賀
県
琵
琶
湖
周
辺
で
環
境
問
題
に
か
か
わ
る

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
海
外
か
ら

バ
ー
チ
ャ
ル
で
参
加
す
る
学
生
と
も
共
同
学
習
を
行
う
予

定
で
す
。

さ
ら
に
、
右
記
の
学
習
成
果
を
生
か
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

主
要
テ
ー
マ
と
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
模
擬
国
連
を
実
施
し

て
、
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｐ
参
加
大
学
の
学
生
と
と
も
に
複
数
の
委
員

会
に
分
か
れ
、
学
生
主
体
の
議
論
の
場
を
提
供
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
中
で
、
教
育
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
世
界
的
に
一
挙
に
進

展
し
、coursera

やedX

と
い
っ
た
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
（M

assive 
O

pen O
nline C

ourse

）
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
拡

大
を
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
留
学
生
及
び
研
究
者
の
流
れ
も
大
き
な
変
化
が

見
ら
れ
る
中
、
今
後
は
、
国
際
教
育
に
お
い
て
も
、
対
面

に
お
け
る
教
育
・
交
流
の
価
値
を
よ
り
高
め
る
た
め
の
、

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
教
育
・
交
流
の
可
能
性
を
い
か

に
引
き
出
す
か
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
我
が
国
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
Ｊ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
や
通
信
制
大
学
の
放
送
大

学
は
あ
り
ま
す
が
、
日
本
語
以
外
の
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
大
量
に
提
供
・
発
信
す
る
教
育
機
関
・
団

体
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
の
世
界
的
な
人
材
獲
得
競
争
に
出

遅
れ
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

「Japan V
irtual Cam

pus

（
通
称JV

-Cam
pus

）」（
幹

事
校
：
筑
波
大
学
）
に
お
い
て
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見

据
え
た
我
が
国
の
高
等
教
育
の
国
際
教
育
・
交
流
の
環
境

と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
を
活
用
し
た
留
学
に
繋
が
る

環
境
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
優
秀
な
外
国
人
留
学
生

日
本
発
オ
ン
ラ
イ
ン
国
際
教
育

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業

（J
apan V

irtual C
am

pus

（
仮
称
））

な
ぜ
今
、
オ
ン
ラ
イ
ン
国
際
教
育
な
の
か
？

大学の国際化促進フォーラムの発足特集
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の
確
保
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
人
留
学
生
の
新

た
な
留
学
環
境
の
整
備
等
に
も
貢
献
し
ま
す
。
例
え
ば
、

自
大
学
が
強
み
を
持
つ
分
野
の
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
を
開
放

す
る
こ
と
で
、
自
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
形
成
や
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
自
大
学
で
は
提
供
で
き
な
い

科
目
を
享
受
す
る
こ
と
で
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
や
大
学
全
体

の
国
際
的
価
値
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

JV
-C

am
pus

は
、
希
望
す
る
全
て
の
日
本
の
高
等
教

育
機
関
等
が
、
自
機
関
の
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
を
世
界
に
提

供
す
る
と
と
も
に
、
海
外
協
定
大
学
等
か
ら
の
科
目
提
供

も
想
定
し
た
多
様
な
知
の
科
目
の
集
積
を
、
オ
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
で
実
施
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
世
界
に
開
か
れ
た
無
料
講
座
か
ら
、
履
修
証
明

科
目
、
マ
イ
ク
ロ
・
ク
レ
デ
ン
シ
ャ
ル
、
学
位
取
得
に
繋

が
る
科
目
群
や
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
に
よ
る
配
信
だ
け
で
な

く
、
双
方
向
型
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
の
実
施
も
可
能
な
多

様
な
ス
キ
ー
ム
を
方
角
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、「
戦
略
的
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ｂ
ｏ
ｘ
」
と
「
個

別
機
関
Ｂ
ｏ
ｘ
」
と
い
う
２
つ
の
Ｂ
ｏ
ｘ
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

「
戦
略
的
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ｂ
ｏ
ｘ
」
は
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
で
日
本
の
強
み
と
な
る
科
目
群
を
世
界
（
国
内
外
）
に

発
信
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
Ｂ
ｏ
ｘ
で
す
。
大
学
機
関
等

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
、
多
数
の
国
内
外
大
学
か
ら
構
成
・

提
供
さ
れ
る
語
学
や
教
養
、
専
門
分
野
と
い
っ
た
科
目
群

を
複
数
構
成
し
、
提
供
す
る
こ
と
で
、
各
大
学
機
関
等
の

JV-C
am

pus

は
何
が
で
き
る
の
か

大学の国際化促進フォーラムの発足 特集
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運
営
方
針
に
沿
っ
た
独
自
の
オ
ン
ラ
イ
ン
科
目
受
講
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

「
個
別
機
関
Ｂ
ｏ
ｘ
」
は
、
希
望
す
る
全
て
の
大
学
等

が
自
由
に
運
営
で
き
る
各
大
学
の
専
用
Ｂ
ｏ
ｘ
で
す
。
例

え
ば
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
有
し
て

い
な
い
大
学
に
対
し
て
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
環
境
シ
ス

テ
ム
を
提
供
し
、
受
講
管
理
・
コ
ン
テ
ン
ツ
提
供
管
理
・

課
金
管
理
な
ど
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
実
施
に
必
要
な
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
を
支
援
す
る

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
機
能
も
提
供
す
る
予
定
で
す
。
既
に

オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
有
し
て
い
る
大

学
は
リ
ン
ク
を
し
て
い
た
だ
き
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
し

て
ユ
ー
ザ
ー
獲
得
に
向
け
た
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
に

寄
与
し
ま
す
。

本
年
10
月
にJV

-C
am

pus

開
設
準
備
ポ
ー
タ
ル

（https://w
w

w
.jv-cam

pus.org/

）
を
開
設
し
、
11
月

現
在
で
21
機
関
35
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
参
加
を
表
明
し
て
い
ま

す
。本

年
12
月
17
日
に
参
加
大
学
向
け
の
説
明
会
を
実
施

し
、
来
年
初
頭
に
参
加
大
学
等
が
個
別
機
関
Ｂ
ｏ
ｘ
を
運

用
す
る
と
と
も
に
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
を
開
始
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
後
、「
戦
略
的
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ｂ
ｏ
ｘ
」
を
作
成
す
る

ス
キ
ー
ム
を
定
め
、
参
画
大
学
等
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
き
科

目
開
発
を
開
始
し
、
令
和
６
年
度
か
ら
の
本
格
事
業
実
施

に
向
け
て
様
々
な
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
の
予
定

大学の国際化促進フォーラムの発足特集
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令
和
３
年
度「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」の
実
施
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局
地
域
学
習
推
進
課

文
部
科
学
省
で
は
、平
成
16
年
度
よ
り
、

毎
年
11
月
を「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」と
位
置
付
け
、

児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の
集
中
的
な
広
報
・
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
の
協
力

依
頼
に
基
づ
き
、令
和
３
年
度
に
お
い
て
も
、家
庭
・
学
校
・

地
域
等
の
社
会
全
体
に
わ
た
り
、
児
童
虐
待
問
題
に
対
す

る
深
い
関
心
と
理
解
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
総
合

教
育
政
策
局
長
及
び
初
等
中
等
教
育
局
長
の
連
名
で
「
令

和
３
年
度
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
の
実
施
に
つ
い

て
（
通
知
）」
を
各
都
道
府
県
教
育
長
等
宛
て
に
発
出
し

ま
し
た
。

　

通
知
で
は
、
教
育
委
員
会
や
学
校
等
に
対
し
て
は
、
児

童
虐
待
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
、
被
害
を
受
け
た
児
童

の
適
切
な
保
護
等
、
学
校
に
お
け
る
適
切
な
対
応
が
図
ら

れ
る
よ
う
求
め
て
い
る
ほ
か
、
児
童
虐
待
の
未
然
防
止
、

早
期
発
見
・
早
期
対
応
の
観
点
か
ら
家
庭
教
育
支
援
の
取

組
の
実
施
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

児
童
虐
待
に
関
す
る
児
童
相
談
所
に
お
け
る
相
談
対
応

件
数
は
依
然
と
し
て
増
加
傾
向
に
あ
り
、
子
供
の
生
命
が

奪
わ
れ
る
な
ど
の
重
大
な
事
件
も
後
を
絶
た
な
い
な
ど
、

深
刻
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
中
で
は
、

子
供
が
親
な
ど
か
ら
虐
待
を
受
け
た
と
し
て
、
児
童
相
談

所
が
対
応
し
た
件
数
は
、全
国
で
初
め
て
20
万
件
を
超
え
、

過
去
最
多
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、

厚
生
労
働
省
の
主
唱
に
よ
り
、
平
成
16
年
度
か
ら
毎
年
11

月
を
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
と
位
置
付
け
、
児
童

虐
待
防
止
の
た
め
の
集
中
的
な
広
報
・
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
の

実
施
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
か
ら
の
通
知
に
つ
い
て

児童相談所での児童虐待相談対応件数とその推移

59,919
66,701

73,802
88,931

103,286

122,575
133,778

159,838 193,780

205,029

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

平
成

2
3
年
度

平
成

2
4
年
度

平
成

2
5
年
度

平
成

2
6
年
度

平
成

2
7
年
度

平
成

2
8
年
度

平
成

2
9
年
度

平
成

3
0
年
度

令
和
元
年
度

令
和

2
年
度

205,029（（速速報報値値））

・厚生労働省資料を基に作成。
・令和２年度中に、全国２２０か所の児童相談所が児童虐待相談として対応した件数は過去最多。
・虐待の内容別では、心理的虐待の割合が最も多く、次いで身体的虐待の割合が多い。

9NOVEMBER 2021    No.264



「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
の
趣
旨
を
、
各
学
校
を

始
め
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
教
育
機
関
で
周
知
で
き
る
よ

う
、
文
部
科
学
省
及
び
厚
生
労
働
省
か
ら
、
都
道
府
県
、

市
区
町
村
、
学
校
、
そ
の
他
関
係
機
関
や
関
係
団
体
な
ど

に
幅
広
く
、
普
及
啓
発
ポ
ス
タ
ー
等
を
配
布
し
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
に
は
「
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）「
だ
れ
か
」

じ
ゃ
な
く
て
「
あ
な
た
」
か
ら
」
の
令
和
３
年
度
「
児
童

虐
待
防
止
推
進
月
間
」
の
標
語
の
も
と
、
児
童
相
談
所
の

虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル
や
子
育
て
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
を

相
談
で
き
る
児
童
相
談
所
の
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、「
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
」
に
先
立
ち
、
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

具
体
的
に
は
、
学
校
等
に
お
け
る
児
童
虐
待
防
止
へ
の

対
応
と
し
て
、「
学
校
に
お
け
る
児
童
虐
待
の
早
期
発
見

に
向
け
た
点
検
及
び
通
告
」
や
「
学
校
・
教
育
委
員
会
等

と
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
」、「
児
童
虐
待
防
止
に
係
る

研
修
の
実
施
」
な
ど
の
適
切
な
実
施
を
求
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
体
罰
等

に
関
す
る
子
供
向
け
啓
発
資
料
「
た
た
か
れ
て
い
い
子
ど

も
な
ん
て
、
い
な
い
ん
だ
よ
。」
に
つ
い
て
、
学
校
・
教

育
委
員
会
等
に
お
い
て
、
１
人
１
台
端
末
を
活
用
す
る
な

ど
に
よ
り
、
児
童
生
徒
へ
の
周
知
等
に
取
り
組
む
よ
う
求

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
に
お
け
る
児
童
虐
待
防
止
へ
の
対
応
と
し

て
、「
地
域
に
お
け
る
家
庭
教
育
支
援
に
関
す
る
取
組
の

推
進
」
を
求
め
て
お
り
、
地
域
の
多
様
な
人
材
を
活
用
し

た
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
等
に
よ
り
、
保
護
者
へ
の
相
談

対
応
や
、
保
護
者
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
づ
く
り
の
推
進

等
を
図
る
こ
と
な
ど
を
求
め
て
い
ま
す
。

学
校
等
に
お
け
る

児
童
虐
待
防
止
へ
の
対
応

ポ
ス
タ
ー
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の

全
国
配
布

末
松
文
部
科
学
大
臣
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

地
域
に
お
け
る

児
童
虐
待
防
止
へ
の
対
応

「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
普
及
啓
発
ポ
ス
タ
ー

「
た
た
か
れ
て
い
い
子
ど
も
な
ん
て
、
い
な
い
ん
だ
よ
。」（
子
ど
も
向
け
）
ポ
ス
タ
ー
等

「
体
罰
等
に
よ
ら
な
い
子
育
て
を
広
げ
よ
う
！
」
ポ
ス
タ
ー
等

令和３年度「児童虐待防止推進月間」の実施について
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を
通
じ
て
、
令
和
３
年
10
月
26
日
に
末
松
信
介
文
部
科
学

大
臣
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
児
童
虐
待
の
根
絶
に
向
け
て

～
地
域
全
体
で
子
供
た
ち
を
見
守
り
育
て
る
た
め
に
～
」

を
発
信
し
ま
し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、
保
護
者
や
学
校
関
係
者
、
地
域
の

大
人
な
ど
に
向
け
て
、
子
供
た
ち
の
た
め
の
積
極
的
な
取

組
や
子
供
た
ち
の
身
を
守
る
こ
と
へ
の
お
願
い
に
つ
い
て

発
信
し
た
ほ
か
、
子
供
た
ち
に
向
け
て
、
一
人
で
悩
ま
ず
、

先
生
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
周
り
の
大
人
に

相
談
す
る
こ
と
や
電
話
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
相
談
で
き
る
窓
口

が
あ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
発
信
し
ま
し
た
。

　

文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
今
後
と
も
、
家
庭
・
学
校
・

地
域
の
連
携
の
も
と
、
社
会
全
体
で
子
供
た
ち
の
健
や
か

な
育
ち
を
支
え
、
保
護
者
が
安
心
し
て
家
庭
教
育
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
参
考
）

「
学
校
・
教
育
委
員
会
等
向
け
虐
待
対
応
の
手
引
き
」（
令

和
２
年
６
月
改
訂
版
文
部
科
学
省
）

http://w
w

w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/shotou/

seitoshidou/1416474.htm

「
学
校
現
場
に
お
け
る
虐
待
防
止
に
関
す
る
研
修
教
材
」

（
令
和
２
年
１
月
文
部
科
学
省
）

h
ttp

s:/
/

w
w

w
.m

e
x

t.g
o

.jp
/

a
_

m
e

n
u

/
s

h
o

to
u

/
s

e
ito

s
h

id
o

u
/

_
_

ic
s

F
ile

s
/

afieldfile/2020/01/28/20200128_m
xt_

kouhou02_01.pdf

「
児
童
虐
待
へ
の
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
」（
令
和
３
年
３
月
改

訂
版
文
部
科
学
省
）

https://w
w

w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/shougai/

katei/1420751.htm

「（
大
人
・
保
護
者
向
け
）
体
罰
等
に
よ
ら
な
い
子
育
て
の

た
め
に 

～
み
ん
な
で
育
児
を
支
え
る
社
会
に
～
」

https://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/stf/seisakunitsuite/

bunya/kodom
o/taibatu.htm

l

「（
子
ど
も
向
け
）
た
た
か
れ
て
い
い
子
ど
も
な
ん
て
、
い

な
い
ん
だ
よ
。」

https://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/no-taibatsu/

令和３年度「児童虐待防止推進月間」の実施について
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令
和
２
年
度「
児
童
生
徒
の
問
題
行
動
・
不
登
校
等

生
徒
指
導
上
の
諸
課
題
に
関
す
る
調
査
」の
結
果
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
児
童
生
徒
課

文
部
科
学
省
で
は
、教
育
現
場
に
お
け
る
生
徒
指
導
上
の
取
組
の
よ
り
一
層
の
充
実
に
資
す
る
た
め
、

毎
年
度
、暴
力
行
為
、い
じ
め
、不
登
校
、自
殺
等
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、令
和
2
年
度
の
調
査
結
果
を
公
表
し
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
で
は
、
児
童
生
徒
の
問
題
行
動
や
不
登
校

等
の
生
徒
指
導
上
の
諸
課
題
に
つ
い
て
、
全
国
の
状
況
を

調
査
・
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
育
現
場
に
お
け
る
取

組
の
よ
り
一
層
の
充
実
に
資
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
施

策
の
参
考
と
す
る
た
め
、
毎
年
度
本
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
令
和
２
年
度
に
お
け
る
調
査
結
果
は
、
令
和
３
年

10
月
13
日
に
公
表
し
ま
し
た
。

調
査
結
果
の
詳
細
は
左
記
の
サ
イ
ト
に
お
い
て
公
開
し

て
い
ま
す
。

https://w
w

w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/shotou/

seitoshidou/1302902.htm

本
調
査
に
お
い
て
「
暴
力
行
為
」
と
は
、「
自
校
の
児

童
生
徒
が
、
故
意
に
有
形
力
（
目
に
見
え
る
物
理
的
な
力
）

を
加
え
る
行
為
」
を
い
い
、
暴
力
行
為
の
対
象
に
よ
っ
て
、

「
対
教
師
暴
力
」（
教
師
に
限
ら
ず
、
学
校
職
員
も
含
む
。）、

「
生
徒
間
暴
力
」（
何
ら
か
の
人
間
関
係
が
あ
る
児
童
生
徒

同
士
に
限
る
。）、「
対
人
暴
力
」（
対
教
師
暴
力
、
生
徒
間

暴
力
を
除
く
）、
学
校
の
施
設
・
設
備
等
の
「
器
物
損
壊
」

の
４
つ
に
分
類
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
家
族
・
同
居
人

に
対
す
る
暴
力
行
為
は
調
査
対
象
外
と
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
に
お
け
る
国
公
私
立
の
小
・
中
・
高
等
学

は
じ
め
に

調
査
結
果
の
概
要

○暴力行為発生件数の推移

※平成25年度からは高等学校に通信制課程を含める。

１

暴
力
行
為
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校
に
お
け
る
暴
力
行
為
の
発
生
件
数
は
約
６
万
６
千
件
で

あ
り
、
令
和
元
年
度
調
査
の
約
７
万
９
千
件
か
ら
約
16
％

減
少
し
て
い
ま
す
。

学
校
種
別
で
見
る
と
、
小
学
校
に
お
け
る
暴
力
行
為
は

近
年
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
度
は
減

少
し
て
お
り
、
ま
た
中
学
校
・
高
等
学
校
の
暴
力
行
為
は

近
年
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
令
和
２
年
度
は
大
幅

な
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

本
調
査
に
お
い
て
「
い
じ
め
」
と
は
、「
児
童
生
徒
に

対
し
て
、
当
該
児
童
生
徒
が
在
籍
す
る
学
校
に
在
籍
し
て

い
る
等
当
該
児
童
生
徒
と
一
定
の
人
的
関
係
に
あ
る
他
の

児
童
生
徒
が
行
う
心
理
的
又
は
物
理
的
な
影
響
を
与
え
る

行
為
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
も
の
を
含

む
。）
で
あ
っ
て
、
当
該
行
為
の
対
象
と
な
っ
た
児
童
生

徒
が
心
身
の
苦
痛
を
感
じ
て
い
る
も
の
」（
い
じ
め
防
止

対
策
推
進
法
第
２
条
第
１
項
）
を
い
い
ま
す
。

な
お
、
起
こ
っ
た
場
所
は
学
校
の
内
外
を
問
わ
ず
、
ま

た
、個
々
の
行
為
が
い
じ
め
に
当
た
る
か
否
か
の
判
断
は
、

表
面
的
・
形
式
的
に
行
う
こ
と
な
く
、
い
じ
め
ら
れ
た
児

童
生
徒
の
立
場
に
立
っ
て
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
に
お
け
る
小
・
中
・
高
等
学
校
及
び
特
別

支
援
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
の
認
知
件
数
は
約
51
万
７
千

件
で
あ
り
、
令
和
元
年
度
調
査
の
約
61
万
２
千
件
か
ら
、

約
16
％
減
少
し
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
以
降
認
知
件
数

の
増
加
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
度
は
全
学
校

種
で
大
幅
な
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

い
じ
め
の
認
知
件
数
に
つ
い
て
、認
知
件
数
の
増
加
は
、

学
校
に
お
い
て
初
期
段
階
の
も
の
も
含
め
て
い
じ
め
を
積

極
的
に
認
知
し
、
そ
の
解
消
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る

結
果
と
考
え
て
、
肯
定
的
に
捉
え
て
き
ま
し
た
。「
い
じ

め
防
止
対
策
推
進
法
」
の
施
行
以
降
、
い
じ
め
の
認
知
件

数
は
増
加
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
度
は
大
幅

に
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

◦
生
活
環
境
が
変
化
し
児
童
生
徒
の
間
の
物
理
的
な
距
離

が
広
が
っ
た
こ
と
、

◦
日
常
の
授
業
に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
活
動
や
、学
校
行
事
、

部
活
動
な
ど
様
々
な
活
動
が
制
限
さ
れ
、
子
供
た
ち
が
直

接
対
面
し
て
や
り
取
り
を
す
る
機
会
や
き
っ
か
け
が
減
少

し
た
こ
と
、

◦
年
度
当
初
に
地
域
一
斉
休
業
が
あ
り
夏
季
休
業
の
短
縮

等
が
行
わ
れ
た
も
の
の
例
年
よ
り
年
間
授
業
日
数
が
少
な

い
学
校
も
あ
っ
た
こ
と
、

◦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
る
偏

見
や
差
別
が
起
き
な
い
よ
う
学
校
に
お
い
て
正
し
い
知
識

や
理
解
を
促
し
た
こ
と
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
児
童
生
徒
に

目
を
配
り
指
導
・
支
援
し
た
こ
と

等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
先
に
述
べ
た
暴
力
行
為
の
減

少
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
背
景
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

一
方
で
、
生
活
環
境
や
行
動
様
式
が
大
き
く
変
化
し
、

発
見
で
き
て
い
な
い
い
じ
め
が
あ
る
可
能
性
に
も
考
慮

し
、
引
き
続
き
い
じ
め
の
早
期
発
見
、
積
極
的
な
認
知
、

早
期
対
応
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

今
回
調
査
に
お
い
て
は
い
じ
め
の
認
知
件
数
が
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯

電
話
等
を
使
っ
た
い
じ
め
の
件
数
は
約
１
万
９
千
件
で
、

前
年
度
か
ら
約
９
百
件
増
加
し
、
過
去
最
多
を
更
新
し

て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
用
い
た
い
じ
め
に
つ
い
て
は
、
外
部
か
ら

見
え
に
く
く
、
ま
た
匿
名
性
が
高
い
な
ど
の
性
質
か
ら
、

学
校
が
認
知
し
き
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

○いじめの認知件数の推移

※平成25年度からは高等学校に通信制課程を含める。

【
ネ
ッ
ト
い
じ
め
に
つ
い
て
】

２

い
じ
め

令和２年度「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」の結果について
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ま
た
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
が
進
展
す
る
中
、
１

人
１
台
端
末
等
を
使
っ
た
い
じ
め
が
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
に
も
留
意
が
必
要
で
あ
り
、
端
末
の
活
用
に
お

け
る
ル
ー
ル
を
明
確
に
し
、
児
童
生
徒
と
の
間
で
共
通
理

解
を
図
り
、
教
師
が
児
童
生
徒
の
書
き
込
み
を
確
認
で
き

る
設
定
に
す
る
な
ど
、
安
全
か
つ
効
果
的
に
端
末
を
活
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
第
28
条
第
１
項
に
規
定
す
る

「
重
大
事
態
」
の
発
生
件
数
は
5
1
4
件
と
、
前
回
調
査

の
7
2
3
件
か
ら
2
0
9
件
減
少
し
て
い
ま
す
。

い
じ
め
に
よ
っ
て
児
童
生
徒
の
生
命
、
心
身
又
は
財
産

へ
の
重
大
な
被
害
が
生
じ
た
疑
い
が
あ
る
事
案
（
法
28
条

第
１
項
第
１
号
に
該
当
）
が
2
3
9
件
（
前
回
調
査

3
0
1
件
）、
い
じ
め
に
よ
っ
て
児
童
生
徒
が
相
当
の
期

間
学
校
を
欠
席
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
疑
い

が
あ
る
事
案
（
同
第
２
号
に
該
当
）
が
3
4
7
件
（
前
回

調
査
5
1
7
件
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て
い
ま
す
。

重
大
事
態
の
件
数
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
引
き
続

き
憂
慮
す
べ
き
状
況
で
す
。
重
大
事
態
に
つ
い
て
は
、
い

じ
め
問
題
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
限
り
な
く
件
数

を
零
に
近
づ
け
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
す
が
、
い
じ
め
防
止

対
策
推
進
法
に
基
づ
き
、
取
り
上
げ
る
べ
き
も
の
は
適
切

に
取
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

長
期
欠
席
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
年
度
間
に

児
童
・
生
徒
指
導
要
録
に
お
け
る
「
欠
席
日
数
」
が
30

日
以
上
の
児
童
生
徒
を
長
期
欠
席
と
し
て
調
査
し
て
き

ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

踏
ま
え
、
今
回
調
査
で
は
児
童
・
生
徒
指
導
要
録
の
「
欠

席
日
数
」
と
「
出
席
停
止
・
忌
引
き
等
の
日
数
」
の
合

計
日
数
に
よ
り
、
年
度
間
に
30
日
以
上
登
校
し
な
か
っ

た
児
童
生
徒
を
長
期
欠
席
と
し
て
調
査
し
ま
し
た
。
な

お
、
従
来
ど
お
り
、「
出
欠
の
記
録
」
の
「
備
考
」
欄
に

校
長
が
出
席
扱
い
と
し
た
日
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
そ
の
日
数
に
つ
い
て
も
登
校
し
な
か
っ
た
日
数

に
含
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
感
染
回
避
を
目
的
と
し
て
登
校
し
な
い
・
保

護
者
が
登
校
さ
せ
な
い
と
い
っ
た
事
象
は
、
現
在
の
状

況
に
特
有
の
も
の
で
あ
り
、
欠
席
理
由
の
区
分
と
し
て
、

「
病
気
」「
経
済
的
理
由
」「
不
登
校
」「
そ
の
他
」
の
４

区
分
に
加
え
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
回
避
」

を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。

こ
の
調
査
に
よ
り
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

回
避
」
に
よ
り
30
日
以
上
登
校
し
な
か
っ
た
児
童
生
徒

数
は
、
小
学
校
約
１
万
４
千
人
、
中
学
校
約
７
千
人
、

高
等
学
校
約
９
千
人
、
合
計
約
３
万
人
で
あ
り
、
在
籍

児
童
生
徒
数
に
占
め
る
割
合
は
約
0
・
2
％
と
い
う
結
果

が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

○小・中学校における長期欠席者数の推移

○いじめ重大事態の件数推移 【
い
じ
め
の
重
大
事
態
に
つ
い
て
】

３

長
期
欠
席
に
つ
い
て
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本
調
査
に
お
い
て
「
不
登
校
児
童
生
徒
」
と
は
、
年

度
間
に
30
日
以
上
登
校
し
な
か
っ
た
長
期
欠
席
児
童
生

徒
の
う
ち
、
何
ら
か
の
心
理
的
、
情
緒
的
、
身
体
的
、

あ
る
い
は
社
会
的
要
因
・
背
景
に
よ
り
、
登
校
し
な
い

あ
る
い
は
し
た
く
と
も
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
者
（
た

だ
し
、
病
気
や
経
済
的
理
由
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
回
避
に
よ
る
も
の
を
除
く
）
を
い
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
間
の
国
公
私
立
の
小
・
中
学
校
に
お
け

る
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
約
19
万
６
千
人
で
あ
り
、
令

和
元
年
度
調
査
に
お
け
る
約
18
万
１
千
人
か
ら
約
８
％

増
加
し
て
い
ま
す
。
在
籍
児
童
生
徒
に
占
め
る
不
登
校

児
童
生
徒
の
割
合
は
2
・
0
％
（
前
年
度
1
・
9
％
）
と

な
り
ま
し
た
。

小
・
中
学
校
い
ず
れ
も
増
加
し
て
お
り
、
在
籍
児
童

生
徒
数
が
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
不
登
校
児

童
生
徒
数
は
８
年
連
続
で
増
加
し
、
ま
た
、
約
55
％
の

不
登
校
児
童
生
徒
が
90
日
以
上
の
長
期
に
及
び
欠
席
し

て
い
る
な
ど
、
憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。

不
登
校
児
童
生
徒
が
増
加
し
て
い
る
背
景
に
は
、
学

校
に
対
す
る
保
護
者
や
児
童
生
徒
自
身
の
意
識
の
変
化

の
影
響
の
ほ
か
、
休
養
の
必
要
性
を
明
示
し
た
「
義
務

教
育
の
段
階
に
お
け
る
普
通
教
育
に
相
当
す
る
教
育
の

機
会
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」
の
趣
旨
が
浸
透
し
た

と
い
う
側
面
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
令
和
２
年
度
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

生
活
環
境
の
変
化
で
生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
や
す
い
状
況

や
、
学
校
生
活
に
お
い
て
様
々
な
制
限
が
あ
る
中
、
登

校
す
る
意
欲
が
湧
き
に
く
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
等
も

背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
調
査
に
お
い
て
は
、
令
和
２
年
度
間
に
死
亡
し
た

小
・
中
・
高
等
学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
う
ち
、
警

察
等
と
の
関
係
機
関
と
も
連
携
し
、
学
校
が
把
握
で
き

た
情
報
を
基
に
自
殺
で
あ
る
と
判
断
し
た
も
の
や
、
警

察
に
よ
り
自
殺
と
判
断
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
件
数
を

把
握
し
て
い
ま
す
。

国
公
私
立
の
小
・
中
・
高
等
学
校
か
ら
報
告
の
あ
っ
た
、

令
和
２
年
度
に
お
い
て
自
殺
し
た
児
童
生
徒
数
は

4
1
5
人
で
し
た
。
令
和
元
年
度
調
査
の
3
1
7
人
か

ら
98
人
増
加
し
、
調
査
開
始
以
降
最
多
と
な
っ
て
お
り
、

極
め
て
憂
慮
す
べ
き
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

内
訳
は
小
学
校
７
人
（
前
回
調
査
４
人
）、
中
学
校

1
0
3
人
（
前
回
調
査
91
人
）、
高
等
学
校
3
0
5
人
（
前

回
調
査
2
2
2
人
）
で
、
特
に
女
子
高
校
生
の
自
殺
は

前
回
調
査
の
63
人
に
対
し
て
令
和
２
年
度
は
1
3
1
人

と
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
児
童
生
徒
が
自
殺
に
及
ん
で
い
る
と
い
う
現

状
は
、
非
常
に
憂
慮
す
べ
き
事
態
で
あ
り
、
児
童
生
徒

の
自
殺
を
防
ぐ
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

警
察
庁
・
厚
生
労
働
省
の
自
殺
統
計
に
お
い
て
、
今

般
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
児
童
生
徒
の
自
殺
者
数
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
お
り
、
本
調
査

の
結
果
の
公
表
に
先
だ
ち
、
本
年
６
月
に
は
文
部
科
学

省
の
「
児
童
生
徒
の
自
殺
予
防
に
関
す
る
調
査
研
究
協

力
者
会
議
」
に
お
い
て
、
審
議
の
ま
と
め
と
し
て
提
言

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
審
議
の
ま
と
め
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
児

○小・中学校における不登校児童生徒数の推移 ４

小
・
中
学
校
に
お
け
る
不
登
校

５

自
殺
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童
生
徒
の
自
殺
に
係
る
環
境
の
変
化
と
し
て
、

◦
在
宅
ワ
ー
ク
の
増
加
等
に
よ
る
家
庭
内
の
過
密
化
に

よ
り
、
家
族
内
葛
藤
等
の
家
庭
環
境
の
不
和
が
生
じ
た

こ
と
や
、

◦
目
標
や
夢
、
達
成
感
等
が
得
ら
れ
る
機
会
と
な
る
学

校
行
事
や
大
会
な
ど
の
中
止
等
、
学
校
環
境
が
変
化
し

た
こ
と
、

な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
こ
と
が
自
殺
者

数
の
変
化
に
影
響
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

上
述
の
審
議
の
ま
と
め
で
は
、
今
後
必
要
な
施
策
と

し
て
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
に
関
す
る
教
育
を
含
め
た
自

殺
予
防
教
育
の
充
実
、
悩
み
や
不
安
を
抱
え
る
児
童
生

徒
の
早
期
発
見
・
対
応
に
資
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
、
関

係
機
関
等
の
連
携
体
制
の
構
築
を
挙
げ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
児
童
生
徒
の
自
殺
予
防
に
関

す
る
取
組
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

今
回
の
調
査
結
果
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
っ
て
学
校
や
家
庭
に
お
け
る
生
活
や
環
境

が
大
き
く
変
化
し
、
子
供
た
ち
の
行
動
等
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

い
じ
め
や
暴
力
行
為
が
減
少
し
た
と
は
い
え
、
様
々

な
活
動
の
制
限
は
子
供
た
ち
が
得
ら
れ
る
は
ず
だ
っ
た

学
び
の
機
会
や
経
験
が
減
少
し
た
可
能
性
を
含
ん
で
お

り
、
必
ず
し
も
肯
定
的
に
捉
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

人
と
人
と
の
距
離
が
広
が
る
中
、
不
安
や
悩
み
を
相
談

で
き
な
い
子
供
た
ち
が
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
子

供
た
ち
の
不
安
や
悩
み
が
従
来
と
は
異
な
る
形
で
現
れ

た
り
、
一
人
で
抱
え
込
ん
だ
り
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
に
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
引
き
続
き
周
囲
の
大

人
が
子
供
た
ち
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
受
け
止
め
、
組
織
的
対
応

を
行
い
、
外
部
の
関
係
機
関
等
に
繋
げ
て
対
処
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

お
わ
り
に

※平成18年度からは国・私立学校，平成25年度からは高等学校通信制過程も調査対象としている。

○自殺した児童生徒数の推移
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令
和
２
年
度「
国
語
に
関
す
る
世
論
調
査
」の
結
果
に
つ
い
て

文
化
庁
国
語
課

文
化
庁
で
は
、国
語
施
策
の
参
考
と
す
る
と
と
も
に
、国
民
の
国
語
へ
の
関
心
を
喚
起
す
る
た
め
、

平
成
７
年
度
か
ら
毎
年
度「
国
語
に
関
す
る
世
論
調
査
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、こ
の
度
発
表
さ
れ
た
令
和
２
年
度
の
調
査
結
果
の
一
部
を
御
紹
介
し
ま
す
。

令
和
２
年
度
の「
国
語
に
関
す
る
世
論
調
査
」（
令
和
３

年
３
月
実
施
）で
は
、国
語
に
対
す
る
認
識
、生
活
の
変
化

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、ら
抜
き
言
葉
等
、ロ
ー
マ
字
表

記
に
関
す
る
意
識
、漢
字
表
記
、新
し
い
言
葉
の
印
象
、慣

用
句
等
の
意
味
・
言
い
方
な
ど
全
部
で
12
の
項
目
に
つ
い

て
調
査
し
ま
し
た
。調
査
結
果
は
、文
化
審
議
会
国
語
分
科

会
の
審
議
資
料
と
さ
れ
る
等
、国
語
施
策
の
参
考
と
さ
れ

ま
す
。

こ
こ
で
は
、今
回
の
調
査
結
果
の
う
ち
、国
語
に
対
す

る
認
識
、生
活
の
変
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、ら
抜
き

言
葉
等
、慣
用
句
等
の
意
味
・
言
い
方
な
ど
に
つ
い
て
の
設

問
を
御
紹
介
し
ま
す
。な
お
、ほ
か
の
問
い
を
含
む
全
体
に

つ
い
て
は
次
の
リ
ン
ク
を
御
参
照
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.bunka.go.jp/tokei_hakusho_

shuppan/tokeichosa/kokugo_yoronchosa/index.
htm
l

毎
日
使
っ
て
い
る
日
本
語
を
大
切
に
し
て
い
る
か
を

尋
ね
ま
し
た
。

結
果
は
、「
大
切
に
し
て
い
る
と
思
う
」を
選
択
し
た
人

の
割
合
が
19
・
6
％
、「
あ
ま
り
意
識
し
た
こ
と
は
な
い
が
、

考
え
て
み
れ
ば
大
切
に
し
て
い
る
と
思
う
」が
54
・
3
％

で
、こ
の
二
つ
を
合
わ
せ
た「
大
切
に
し
て
い
る（
計
）」は

73
・
9
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。一
方
、「
大
切
に
し
て
い
る
と

は
思
わ
な
い
」は
0
・
3
％
、「
特
に
大
切
に
し
て
は
い
な
い

と
思
う
」は
4
・
8
％
で
、こ
の
二
つ
を
合
わ
せ
た「
大
切
に

し
て
い
な
い（
計
）」は
5
・
2
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

過
去
の
調
査
結
果（
平
成
13
、20
、27
、29
年
度
）は（
図

１
）、面
接
聴
取
法
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、郵
送
法
に
よ
る

令
和
２
年
度
調
査
と
は
調
査
方
法
が
異
な
る
た
め
、参
考

値
と
な
り
ま
す
。以
降
の
問
い
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

日
本
語
を
大
切
に
し
て
い
る
か

73.9 

64.9 

78.5 

76.7 

69.1 

19.9 

26.8 

16.0 

18.4 

22.1 

5.2 

7.6 

5.2 

4.6 

7.6 

1.0 

0.7 

0.4 

0.4 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和２年度

平成29年度

平成27年度

平成20年度

平成13年度

大切にしている（計）

どちらとも言えない

大切にしていない（計）

無回答（過去調査においては「分からない」という項目）

図１　日本語を大切にしているか
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日
本
語
を「
大
切
に
し
て
い
る
と
思
う
」と「
あ
ま
り
意

識
し
た
こ
と
は
な
い
が
、考
え
て
み
れ
ば
大
切
に
し
て
い

る
と
思
う
」と
回
答
し
た
人（
全
体
の
73
・
9
％
）に
、ど
の

よ
う
な
理
由
か
ら
か
を
尋
ね
ま
し
た（
選
択
肢
の
中
か
ら

三
つ
ま
で
回
答
）（
図
２
）。

結
果
は
、「
日
本
語
に
よ
っ
て
、も
の
を
考
え
た
り
感

じ
た
り
善
悪
の
判
断
を
し
た
り
し
て
い
る
と
思
う
か
ら
」

（
53
・
6
％
）の
割
合
が
他
に
比
べ
て
高
く
、５
割
を
超
え
て

い
ま
す
。次
い
で「
日
本
語
は
日
本
の
文
化
そ
の
も
の
で
あ

り
、文
化
全
体
を
支
え
る
も
の
だ
か
ら
」（
47
・
4
％
）、「
日

本
語
は
自
分
が
日
本
人
で
あ
る
た
め
の
根
幹
で
あ
る
か

ら
」（
43
・
8
％
）、「
日
本
語
が
な
い
と
日
本
人
同
士
の
意
思

疎
通
が
で
き
な
い
か
ら
」（
42
・
6
％
）が
４
割
を
超
え
て
い

ま
す
。

自
分
も
相
手
も
マ
ス
ク
を
着
け
て
い
る
状
態
で
会
話

を
す
る
と
き
に
、
マ
ス
ク
を
着
け
て
い
な
い
と
き
と
比
べ

て
話
し
方
や
態
度
な
ど
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
る
と
思
う
か

尋
ね
た
結
果
、「
変
わ
る
こ
と
が
あ
る
と
思
う
」
と
回
答

し
た
人
（
全
体
の
62
・
4
％
）
に
、
ど
の
よ
う
な
点
で
変

わ
る
こ
と
が
あ
る
と
思
う
か
尋
ね
ま
し
た
（
選
択
肢
の
中

か
ら
幾
つ
で
も
回
答
）（
図
３
、
割
合
の
高
い
８
項
目
ま

で
）。

　

結
果
は
、「
声
の
大
き
さ
に
気
を
付
け
る
よ
う
に
な
る
」

が
74
・
1
％
で
最
も
高
く
、
次
い
で
「
は
っ
き
り
と
し
た

発
音
で
話
す
よ
う
に
な
る
」（
57
・
5
％
）、「
相
手
と
の

距
離
に
気
を
付
け
る
よ
う
に
な
る
」（
45
・
1
％
）、「
相

手
の
表
情
や
反
応
に
気
を
付
け
る
よ
う
に
な
る
」（
39
・

8
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
機
器
を
使
い
、

ビ
デ
オ
通
話
を
し
た
り
、
ウ
ェ
ブ
会
議
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
に
参
加
し
た
り
し
た
こ
と
が
あ
る
か
尋
ね
た
結
果
、「
あ

る
」
と
回
答
し
た
人
（
全
体
の
46
・
2
％
）
に
、
気
を
付

け
て
い
る
こ
と
は
何
か
尋
ね
ま
し
た
（
選
択
肢
の
中
か
ら

日
本
語
を
大
切
に
し
て
い
る
理
由

マ
ス
ク
を
着
け
る
と

変
わ
る
こ
と
が
あ
る
と
思
う
点

ビ
デ
オ
通
話
や
ウ
ェ
ブ
会
議
等
で

気
を
付
け
て
い
る
こ
と

53.6 

47.4 

43.8 

42.6 

34.2 

25.7 

6.0 

0.1 

0 20 40 60 （％）

・日本語によって、ものを考えたり感じたり

善悪の判断をしたりしていると思うから

・日本語は日本の文化そのものであり、文化

全体を支えるものだから

・日本語しかできないから

・日本語は自分が日本人であるための根幹

であるから

・日本語がないと日本人同士の意思疎通が

できないから

・日本語は美しい言葉だと思うから

・その他

・無回答

74.1 

57.5 

45.1 

39.8 

29.3 

26.6 

25.8 

23.0 

0 20 40 60 80
％

・声の大きさに気を付けるようになる

・はっきりとした発音で話すようになる

・相手との距離に気を付けるようになる

・話す速さに気を付けるようになる

・身ぶり手ぶりを多く使うようになる

・相手の表情や反応に気を付けるようになる

・きちんと伝わっているか相手に確認するようになる

・表情で伝えにくい分を言葉でおぎなうようになる

図２　日本語を大切にしている理由

図３　マスクを着けると変わることがあると思う点
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幾
つ
で
も
回
答
）（
図
４
、
割
合
の
高
い
８
項
目
ま
で
）。

　

結
果
は
、「
自
分
が
話
す
タ
イ
ミ
ン
グ
に
気
を
付
け
る

よ
う
に
し
て
い
る
」（
58
・
4
％
）、「
は
っ
き
り
と
し
た

発
音
で
話
す
よ
う
に
し
て
い
る
」（
53
・
6
％
）
の
割
合

が
他
に
比
べ
て
高
く
、
５
割
を
超
え
て
い
ま
す
。
次
い
で

「
映
り
具
合
や
音
量
の
設
定
な
ど
に
気
を
付
け
る
よ
う
に

し
て
い
る
」（
48
・
3
％
）、「
声
の
大
き
さ
に
気
を
付
け

る
よ
う
に
し
て
い
る
」（
44
・
8
％
）、「
話
す
速
さ
に
気

を
付
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
」（
42
・
1
％
）、「
ほ
か
の

人
の
話
を
最
後
ま
で
聞
く
よ
う
に
し
て
い
る
」（
40
・
2
％
）

が
４
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
問
い
と
、
一
つ
前
の
マ
ス
ク
を
着
け
る
こ
と
に
つ

い
て
尋
ね
た
問
い
は
、
生
活
の
変
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
関
わ
る
質
問
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
結
果
を
見
る
と
、

状
況
に
よ
っ
て
気
を
付
け
る
点
が
異
な
る
こ
と
が
読
み
取

れ
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
「
れ
る
／
ら
れ
る
」
等
に
関
連
し
て
、
同

じ
意
味
を
表
す
言
い
方
を
二
つ
ず
つ
対
比
し
て
挙
げ
、
普

通
使
う
表
現
は
ど
ち
ら
か
を
尋
ね
ま
し
た
（
図
５
）。

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
（
イ
）
の
方
（「
見
れ
た
」、「
来
れ

ま
す
か
」、「
出
れ
る
？
」、「
食
べ
れ
な
い
」、「
考
え
れ
な

い
」）
は
、
共
通
語
に
お
い
て
は
改
ま
っ
た
場
で
用
い
る

の
は
適
当
で
は
な
い
と
さ
れ
て
き
て
お
り
、
新
聞
な
ど
で

も
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

結
果
は
、「（
イ
）
今
年
は
初
日
の
出
が
見
れ
た
」、「（
イ
）

朝
５
時
に
来
れ
ま
す
か
」
を
選
択
し
た
人
の
割
合
は
、
そ

れ
ぞ
れ
「（
ア
）
今
年
は
初
日
の
出
が
見
ら
れ
た
」「（
ア
）

朝
５
時
に
来
ら
れ
ま
す
か
」
よ
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、「（
イ
）
早
く
出
れ
る
？
」、「（
イ
）
こ
ん
な
に
た

く
さ
ん
は
食
べ
れ
な
い
」、「（
イ
）
彼
が
来
る
な
ん
て
考

え
れ
な
い
」
の
割
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「（
ア
）
早
く
出
ら

れ
る
？
」、「（
ア
）
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
は
食
べ
ら
れ
な

い
」、「（
ア
）
彼
が
来
る
な
ん
て
考
え
ら
れ
な
い
」
よ
り

低
く
な
っ
て
お
り
、
言
葉
に
よ
っ
て
割
合
に
大
き
な
差
が

あ
り
ま
す
。

ら
抜
き
言
葉
等

58.4 

53.6 

48.3 

44.8 

42.1 

40.2 

30.5 

27.3 

0 20 40 60 ％

・自分が話すタイミングに気を付けるようにしている

・はっきりとした発音で話すようにしている

・映り具合や音量の設定などに気を付けるようにしている

・ほかの人の話を最後まで聞くようにしている

・きちんと伝わっているか相手に確認するようにしている

・声の大きさに気を付けるようにしている

・話す速さに気を付けるようにしている

・ほかの人の表情や反応に気を付けるようにしている

46.2 

46.4 

50.5 

65.2 

93.8 

52.5 

52.2 

48.1 

33.4 

4.9 

1.3 

1.4 

1.4 

1.4 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（ア）の言い方を使う （イ）の言い方を使う 無回答

・ (ア)こんなにたくさんは食べられない
／(イ)こんなにたくさんは食べれない

・ (ア)早く出られる？
／(イ)早く出れる？

・ (ア)今年は初日の出が見られた
／(イ)今年は初日の出が見れた

・ (ア)彼が来るなんて考えられない
／(イ)彼が来るなんて考えれない

・ (ア)朝５時に来られますか
／(イ)朝５時に来れますか

はつ

図５　二つの言い方 （「れる／られる」「やる／あげる」など）

図４　ビデオ通話やウェブ会議等で気を付けていること

令和２年度「国語に関する世論調査」の結果について

19NOVEMBER 2021    No.264



　

五
つ
の
言
い
方
に
つ
い
て
、
使
う
こ
と
が
あ
る
か
、
ま

た
、
ほ
か
の
人
が
使
う
の
が
気
に
な
る
か
を
尋
ね
ま
し
た

（
図
６
、
図
７
）。

　

結
果
は
、「
使
う
こ
と
が
あ
る
」
を
選
択
し
た
人
の
割

合
は
、「「
と
て
も
お
い
し
い
」
と
い
う
こ
と
を
、「
め
っ

ち
ゃ
お
い
し
い
」
と
言
う
」（
57
・
9
％
）、「「
騒
ぐ
ほ
ど

で
は
な
い
が
確
か
に
痛
い
」
と
い
う
こ
と
を
、「
じ
み
に

痛
い
」
と
言
う
」（
39
・
8
％
）、「「
す
ぐ
帰
る
」
と
い
う

こ
と
を
、「
そ
っ
こ
う
帰
る
」
と
言
う
」（
39
・
0
％
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
気
に
な
ら
な
い
」
を
選
択
し
た
人
の
割
合
は
、

「「
と
て
も
お
い
し
い
」
と
い
う
こ
と
を
、「
め
っ
ち
ゃ
お

い
し
い
」
と
言
う
」（
80
・
5
％
）、「「
騒
ぐ
ほ
ど
で
は
な

い
が
確
か
に
痛
い
」（
62
・
1
％
）、「「
す
ぐ
帰
る
」
と
い

う
こ
と
を
、「
そ
っ
こ
う
帰
る
」
と
言
う
」（
66
・
8
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

五
つ
全
て
の
言
葉
で
、
ほ
か
の
人
が
使
う
の
は
「
気
に

な
ら
な
い
」
と
回
答
し
た
人
の
割
合
は
、
自
分
が
「
使
う

こ
と
が
あ
る
」
の
割
合
よ
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

例
年
尋
ね
て
い
る
、
慣
用
句
な
ど
の
言
葉
の
意
味
・

言
い
方
に
つ
い
て
の
問
い
の
結
果
は
表
１
と
表
２
の
と
お

り
で
す
。
表
中
の
太
字
は
、辞
書
等
で
主
に
本
来
の
意
味
・

言
い
方
と
さ
れ
て
き
た
選
択
肢
で
す
。
ま
た
、
白
抜
き
の

数
字
は
、
辞
書
等
で
本
来
の
意
味
・
言
い
方
と
さ
れ
て
き

た
方
を
選
択
し
た
割
合
よ
り
、
そ
う
で
な
い
方
を
選
択
し

た
割
合
が
５
ポ
イ
ン
ト
以
上
高
い
も
の
で
す
。

　

意
味
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
見
る
と
（
表
１
）、「
(1)

が
ぜ
ん
」「
(2)
破
天
荒
」
で
は
、
辞
書
等
で
本
来
の
意
味

と
さ
れ
て
き
た
も
の
と
異
な
る
方
が
多
く
選
択
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
言
い
方
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
見
る
と
（
表

２
）、
辞
書
等
で
本
来
の
言
い
方
と
さ
れ
て
き
た
(2)
「
(b)

寸
暇
を
惜
し
ん
で
」
を
使
う
割
合
は
、
本
来
の
言
い
方
と

さ
れ
て
い
な
い
「
(a)
寸
暇
を
惜
し
ま
ず
」
を
下
回
っ
て
い

ま
す
。
(1)
「
(a)
明
る
み
に
な
る
」
と
「
(b)
明
る
み
に
出
る
」

を
使
う
割
合
は
、
ほ
ぼ
同
じ
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

慣
用
句
等
の
意
味
・
言
い
方
に
つ
い
て

57.9 

39.8 

39.0 

10.7 

4.8 

40.7 

58.9 

59.8 

87.9 

93.9 

1.4 

1.3 

1.2 

1.4 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

使うことがある 使うことはない 無回答

・ 「すぐ帰る」ということを、

「そっこう帰る」と言う

・ 「そっくり全部わかる」ということを、

「まるっとわかる」と言う

・ 「とてもかわいい」ということを、

「鬼かわいい」と言う

・ 「とてもおいしい」ということを、

「めっちゃおいしい」と言う

・ 「騒ぐほどではないが確かに痛い」ということを、

「じみに痛い」と言う

18.2 

36.6 

31.9 

62.4 

72.7 

80.5 

62.1 

66.8 

36.3 

26.1 

1.3 

1.3 

1.3 

1.3 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

気になる 気にならない 無回答

・ 「すぐ帰る」ということを、

「そっこう帰る」と言う

・ 「そっくり全部わかる」ということを、

「まるっとわかる」と言う

・ 「とてもかわいい」ということを、

「鬼かわいい」と言う

・ 「とてもおいしい」ということを、

「めっちゃおいしい」と言う

・ 「騒ぐほどではないが確かに痛い」ということを、

「じみに痛い」と言う

図６　新しい言葉（使うことがあるか）

図７　新しい言葉（気になるかどうか）

新
し
い
言
葉
の
印
象
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な
お
、
文
化
庁
で
は
本
調
査
を
基
に
し
た
慣
用
句
等
に

つ
い
て
の
動
画
集
「
こ
と
ば
食
堂
へ
よ
う
こ
そ
！
」
を
公

開
し
て
い
ま
す
。
次
の
リ
ン
ク
か
ら
、
こ
ち
ら
も
是
非
御

覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.bunka.go.jp/seisaku/kokugo_

nihongo/kokugo_shisaku/kotoba_shokudo/index.
htm
l

（
注
）
百
分
比
は
各
問
い
の
回
答
者
数
を
1
0
0
％
と
し　

て
算
出
し
、
小
数
第
２
位
を
四
捨
五
入
し
て
示
し

て
い
る
た
め
、
百
分
比
の
合
計
が
1
0
0
％
に
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
内
訳
と
そ
の
小
計
に

つ
い
て
も
同
様
で
す
。
ま
た
、
百
分
比
の
差
を
示

す
「
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い
て
は
、
小
数
第
１
位
を

四
捨
五
入
し
て
示
し
ま
し
た
。

（
注
）
過
去
の
調
査
結
果
は
、
面
接
聴
取
法
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
郵
送
法
に
よ
る
令
和
２
年
度
調
査
と
は

調
査
方
法
が
異
な
る
た
め
、
参
考
値
と
な
り
ま
す
。

(1)「がぜん」（例文：我が社はがぜん有利になった）
令和

２年度

　(ア)：「とても、断然」という意味 67.0
　　((イイ))：：「「急急にに、、突突然然」」とといいうう意意味味 2233..66

(2)「破天荒」（例文：彼の人生は破天荒だった）
令和

２年度

平成

20年度

　　((アア))：：だだれれもも成成しし得得ななかかっったたここととををすするるこことと 2233..33 1166..99

　(イ)：豪快で大胆な様子 65.4 64.2

(3)「すべからく」：学生はすべからく勉学に励むべきだ
令和

２年度

平成

22年度

　(ア)：「すべて、皆」という意味 32.1 54.8

　　((イイ))：：「「当当然然、、是是非非とともも」」とといいうう意意味味 3388..55 4411..22

(1)「知られていなかったことが、世間に知られること」を
令和

２年度

　（ａ）：明るみになる 43.0
　　（（ｂｂ））：：明明るるみみにに出出るる 4444..11

(2)「僅かの時間も無駄にしない様子」を
令和

２年度

平成

22年度

　（ａ）：寸暇を惜しまず 43.5 57.2
　　（（ｂｂ））：：寸寸暇暇をを惜惜ししんんでで 3388..11 2288..11

(3)「快く承諾すること」を
令和

２年度

平成

23年度

　（ａ）：一つ返事 37.4 46.4
　　（（ｂｂ））：：二二つつ返返事事 5522..44 4422..99

（数字は％）

（数字は％）

表１

表 2

令和２年度「国語に関する世論調査」の結果について
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令
和
３
年
度

教
育
課
程
研
究
指
定
校
事
業
研
究
協
議
会

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

令
和
４
年
２
月
２
日（
水
）～
２
月
４
日（
金
）

国
立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
課
程
研
究
セ
ン
タ
ー

【
午
前
】

　

◆
小
学
校
・
中
学
校 

理
科

　

◆
高
等
学
校 

特
別
活
動

　

◆
高
等
学
校 

農
業

　

◆
小
学
校
・
高
等
学
校 

Ｅ
Ｓ
Ｄ

【
午
後
】

　

◆
小
学
校
・
中
学
校 

国
語

　

◆
小
学
校 

音
楽

　

◆
高
等
学
校 

数
学

　

◆
高
等
学
校 

理
科

　

◆
高
等
学
校 

家
庭
【
共
通
教
科
】

国
立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
課
程
研
究
セ
ン
タ
ー
で

は
、
各
学
校
に
お
い
て
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
教
育
課

程
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
た
め
に
、
特
に
重
要
な
課
題
に

つ
い
て
、
指
定
校
や
指
定
地
域
で
実
践
的
な
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
。
今
回
、
各
学
校
に
お
け
る
指
導
方
法
等
の
工

夫
改
善
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
、
教
育

課
程
研
究
指
定
校
事
業
の
研
究
成
果
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て

配
信
し
ま
す
。

参
加
さ
れ
る
皆
様
に
は
、
研
究
協
議
会
を
通
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
抱
え
て
い
る
課
題
等
を
解
決
す
る
ヒ
ン

ト
を
見
付
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
多
数
の
御
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
４
年
２
月
２
日
（
水
）、３
日
（
木
）、
４
日
（
金
）

（
午
前
）
開
会
９
時
45
分　

閉
会
12
時
25
分

（
午
後
）
開
会
14
時
20
分　

閉
会
17
時
00
分

※
閉
会
時
刻
は
最
長
時
刻
で
あ
り
、
分
科
会
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
お
申
込
み
の
際
に
御
確
認
く
だ
さ
い
。

※
開
会
の
１
時
間
前
か
ら
受
付
を
行
い
ま
す
。

※
日
程
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

１　

開
催
日
時

２　

開
催
分
科
会

２
月
２
日
（
水
）
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【
午
前
】

　

◆
中
学
校 

技
術
・
家
庭
（
技
術
分
野
）

　

◆
高
等
学
校 

芸
術
（
音
楽
）

　

◆
高
等
学
校 
外
国
語

　

◆
高
等
学
校 
商
業

　

◆
高
等
学
校 

総
合
的
な
探
究
の
時
間

【
午
後
】

　

◆
小
学
校 

生
活

　

◆
中
学
校 

外
国
語

　

◆
高
等
学
校 

公
民

　

◆
高
等
学
校 

水
産

　

◆
へ
き
地
教
育

【
午
前
】

　

◆
高
等
学
校 

国
語

　

◆
高
等
学
校 

芸
術
（
美
術
・
工
芸
）

　

◆
高
等
学
校 

工
業

　

◆
高
等
学
校 

情
報
【
専
門
教
科
】

　

◆
中
学
校 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

【
午
後
】

　

◆
高
等
学
校 

地
理
歴
史

　

◆
高
等
学
校 

保
健
体
育

　

◆
高
等
学
校 

情
報
【
共
通
教
科
】

　

◆
高
等
学
校 

福
祉

　

◆
小
学
校 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・ 

研
究
指
定
校
の
実
践
研
究
発
表
、
質
疑
応
答

・ 

国
立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
課
程
調
査
官
に
よ
る
講
評

※
学
校
関
係
者
を
対
象
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・ 

都
道
府
県
教
育
委
員
会
・
市
区
町
村
教
育
委
員
会
・
教

育
セ
ン
タ
ー
等
の
指
導
主
事
等

・ 

幼
稚
園
（
保
育
所
・
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
を
含

む
）・
小
学
校
・
中
学
校
・
義
務
教
育
学
校
・
高
等
学
校
・

中
等
教
育
学
校
・
特
別
支
援
学
校
の
教
師
等
、
教
員

養
成
系
大
学
の
関
係
者
等

　

国
立
教
育
政
策
研
究
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://

w
w

w
.nier.go.jp

）
に
申
込
方
法
等
を
御
案
内
し
、
令
和

３
年
11
月
１
日
（
月
）
よ
り
、
申
込
受
付
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。 ３　

主
な
内
容

４　

参
加
対
象
者
（
事
前
申
込
制
）

５　

申
込
方
法

２
月
３
日
（
木
）

２
月
４
日
（
金
）

令和３年度　教育課程研究指定校事業研究協議会　オンライン開催
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